
森林の樹冠は、森林の中の雨の降り方を変え、地表での土砂移動や地中への水の浸透を変化させます。
本研究では、森林の中と外とで同時にレーザーセンサで計測した雨滴データを活用して、森林の中で
降る雨の種類を分ける手法を開発しました。3カ国、12樹種で測定した世界最多の森林の中の雨滴
データを解析し、針葉樹と広葉樹、葉の有無、樹冠の濡れ具合による森林の中の雨の降り方の違いを
明らかにしました。概ね、針葉樹に比べて広葉樹の方が、森林の中で降る雨の中に大粒な雨滴の割合
が多く、サイズも大きいことがわかりました。この成果は施業による樹冠の変化が水源かん養機能や
表土保持機能に与える影響を予測する上で重要な知見になります。

　　成果
森林の中で降る雨の特徴
　森林の中と外では雨の降り方が変わります。森林に降った
雨は樹冠を濡らし、その大半（50～80％）は樹冠通過雨と
して地面に降り注ぎ地中に浸透していきます。樹冠通過雨
は、葉や枝に触れずにそのまま落ちる「直達雨」、葉や枝に
溜まった後に大粒となって落ちる「滴下雨」、葉や枝で弾け
て砕けて小粒となって落ちる「飛沫雨」の3つからできてい
ます（図１）。従来、バケツなどの容器や雨量計を設置して
樹冠通過雨の総量を測定しますが、それぞれの種類がどれ
くらいの割合で存在しているのかは不明なままでした。

森林の中の雨の種類を雨滴データから推定する
　そこで、樹冠通過雨の3種類の雨滴の大きさが違うことに
着目し、森林の中と外で同時に測定した雨滴データを使って
樹冠通過雨の種類を分ける手法を開発しました（図１）。日
本、アメリカ、タイの3カ国における12樹種で測定した、世
界最多の樹冠通過雨の雨滴データを解析に用いました。そ
の結果、(1)葉のついた樹木では、樹冠通過雨の半分以上
が滴下雨でできていること、(2)葉のついた樹木では、広葉
樹のほうが針葉樹よりも滴下雨の割合が大きく、雨滴サイズ
も大きいこと、(3)葉が落ちた樹木では、樹冠通過雨の半分
以上が直達雨でできているが、飛沫雨や滴下雨も含まれる
ことを明らかにしました。
　また、葉と枝とで濡れ方や滴下雨の生まれ方が違うことも
わかりました。葉のついた針葉樹では、濡れが進むほどに雨
の滴下点が増えていくため、滴下雨が増えていきます（図２
左）。一方で、葉が落ちた広葉樹では、濡れが進むにつれて
枝の半ばで滴下していた水滴が、滴下せずに枝の下方に流
れていくようになり、滴下点の数が減り、滴下雨が減りまし
た（図２右）。そして葉のついた広葉樹では、その双方の特
徴を持ち合わせていました。このように葉の量や枝の配置に
よって樹冠通過雨の生まれ方が変わることがわかりました。

森林管理による樹冠の状態の変化が森林の中の水と
土の動きをどう変えるのか
　これらの結果は、針葉樹と広葉樹とで、樹冠通過後の雨
の様相が異なることを意味しています。大きな粒の雨がどれ
くらい降るかにより、落ち葉の分解されやすさ、土壌の侵食
されやすさ、雨水の浸透しやすさが変わってきます。この手
法を活用して針葉樹と広葉樹の間で森林の中の水の動きの
違いを明らかにし、水源かん養機能や表土保持機能をよりよ
く発揮するための森林管理技術の開発に役立てていきます。

　　研究資金と課題
　本研究はJSPS科研費「雨滴の多点観測を活用した樹木の
濡れ乾きの３次元物理シミュレーション」（JP15H05626）、

「雨は樹木の垂直構造をどう旅して地面に達するのか？化学
分析を活用した物理モデル開発」（JP17KK0159）、JSPS
外国人招へい研究者（S16088）「自然降雨と人工降雨を
用いた樹冠の降雨再分配プロセスの解明」、日本林業技術
協会学術研究奨励事業「森林内における雨滴粒径分布の特
性とその形成機構の解明」、JST/CREST「熱帯モンスーン
アジアにおける降水変動が熱帯林の水循環・生態系に与え
る影 響」、US Fish and Wildlife Service 「Hydrological 
Impacts of Miconia calvescens in Hawai`i」の 助 成を
受けました。本研究は、令和元年度（第15回）「若手農林
水産研究者表彰」農林水産技術会議会長賞「林相の違い
に由来する林内の雨・土砂動態に関する研究」の一部とな
りました。
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図1　樹冠通過雨を構成する３種類の雨
３種類の雨のでき方の模式図（上）と、それぞれの雨滴の大きさの違いを活用し雨の種類を分ける手法の概略（下）

図2　樹冠通過雨を構成する３種類の雨の存在割合についての雨の降り始めからの時間変化
（Levia, D.F. and Nanko, K. et al. (2019)を改変して引用）
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